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研究成果の概要（和文）：本研究では、校内授業研究において研究推進組織が如何に機能しているのかの検討を
軸に，「日本の校内授業研究の持続性」に問うことにつながる知見を創出することを目的とする。その成果を、
学校改革支援や研修で実践現場に対して活用したほか、学術論文として新潟大学教育学部紀要（1本）、査読有
りの国際学会誌（1本）にまとめ公表した。

研究成果の概要（英文）：This study aims to generate insights that will lead to questions about the 
sustainability of Lesson Study in Japan, focusing on examining how research team function in Lesson 
Study. The results were used to support school reform and professional development programs, and 
were published as scholarly articles in the Bulletin of the Faculty of Education, Niigata University
 (one article) and in an international peer-reviewed academic journal (one article).

研究分野：教師教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本の校内授業研究は、2000年代以降世界的に注目を集め世界的に普及した。しかし、日本の授業研究をモデル
に実践を行っても持続的にその展開を進めることに課題を抱えていた。そうした状況において、本研究では、ど
のような場においてどのようなリーダーシップを発揮することが教師の学習に効果的であるのかや、授業研究の
多層性に着目した支援の在り方を問い校内授業研究の持続性につながる知見を提示した。こうした教師のリーダ
ーシップと学習との関係や授業研究の多層性に着目した研究はこれまでに行われていなかった。また、教師の学
習をどのように促すことができるのかを示す本研究の知見は国内外の実践において意義のあるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 専門家である教師の学習を支える研修システムである校内授業研究が Lesson Studyとして 
実践的/学術的に国内外で注目を集めて久しい(以下、組織的に学校で行わる授業研究を「校内授
業研究」と記す)。校内授業研究は,日本で学校制度が整えられた当初から現場の教師たちによっ
て行われてきた営みである。そうした長い歴史を持つ校内授業研究は,1999年に出版された The 
Teaching Gapにおいて Lesson Studyとして英語で諸外国に紹介され,2000年以降に実践が世
界的に拡大した。しかし、諸外国に校内授業研究を導入しても学校や教師,子どもにとって有効
なシステムとして機能し続けることが困難であるという状況があり,校内授業研究の持続性
(sustainability)は現在、重要な論点となっている。そのため,長年にわたり校内授業研究の実践
を積み重ねてきた日本の実践を対象として校内授業研究の持続性についての知見を創出するこ
とは喫緊の課題であると言える。 
校内授業研究に関する先行研究において、「授業後の検討会で教師はどのように学ぶのか」に
関しては多く議論が展開されてきた(e.g., 北田 2008;坂本 2011)。しかし、授業後の協議会に焦
点を当て、そこで教師が何を学ぶのかを検討するだけでは校内授業研究の持続性について問う
ことはできない。学校組織における 1 つの研修の形態として位置づいている日本の校内授業研
究の持続性を問うためには、その企画・運営を司る研究推進組織に焦点を当てることが必要とな
る。しかし、校内授業研究の持続発展要因として研究推進組織の重要性が理論的に指摘されてい
るものの、実証的な検討が行われていないという状況があった（木原ら 2015）。 
そうした課題意識のもと、研究推進組織のリーダーシップに焦点を当てた研究を行ってきた

(e.g., 有井 2019, 2020, 2022, 2023)。その中で、研究推進組織のリーダーシップと教師の学習が
どのような場においていかに機能しているのかを解明する必要性や、学校内外の資源から得ら
れる知が校内において循環する中で新たな知が創造されていることから授業研究の多層性に着
目した検討の必要性が課題として見出されてきた。 
 
２．研究の目的 
本研究では、校内授業研究において研究推進組織が如何に機能しているのかの検討を軸に，
「日本の校内授業研究の持続性」に問うことにつながる知見を創出することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、2つの検討を行った。第 1に、校内授業研究における研究推進組織と教師の学習
との関係についての検討である【研究１】。研究推進組織のどのようなリーダーシップが、校内
授業研究におけるどのような場(授業づくりや事後検討会など)での教師の学習に有効であると
認識されているのかを明らかにした。そのために、複数校を対象とした質問紙調査を実施した。
得られた回答はマルチレベル分析を用いて分析を行い、校内授業研究の場ごとに、教師の学習に
有効なリーダーシップの在り方を明らかにした。 
 第 2 に、校内授業研究における研究推進組織の役割を問うために行うフィールドワークから、
校内授業研究において周辺に位置づけられやすい教師の特徴を特定した。その上で、そうした教
師に対して、どのような支援ができるのか、授業研究の多層性に着目して検討を行った【研究２】。 
 
４．研究成果 
【研究 1】においては、以下の知見が得られた。 
第 1に、本研究の調査サンプルにおいては、校内授業研究におけるリーダーシップや学習認識
は、学校間ではなく、学校内における差として表れていた。第 2に、知識創造におけるどのフェ
ーズにおいても研究推進組織の分散型リーダーシップが学習認識に対して有意な影響を及ぼし
ていた。一方で、研究推進組織の垂直型リーダーシップは共同化、連結化、内面化のフェーズに
おいて学習認識に対し有意な影響を及ぼしていた。第 3に、校長のリーダーシップは単独では、
SECI のどのフェーズにおいても学習認識に有意な影響を及ぼしていない。しかし、表出化と内
面化のフェーズにおいて、研究推進組織のリーダーシップと各フェーズでの学習認識との関係
は校長のリーダーシップによって調整されていた。ただし、表出化のフェーズにおいては校長の
リーダーシップと研究推進組織のリーダーシップが同時に認識されている場合には有意に負の
影響を及ぼしていた。 
【研究 2】においては、まず、学校組織において周辺に位置づきやすい存在として、若手教師の
存在に着目した。若手教師の学習についてはこれまで、学校文化にいかに参入していくことがで
きるか、またその参入の支援の在り方について問われてきた（e.g., 脇本・町支 2015；石崎・ 
岡崎 2018）。そこで、若手教師と授業研究の専門性を背景に持つ研究者が協働で授業研究に取り
組むことで、学校文化への参入というあり方ではなく、若手教師の専門性開発を促す授業研究の
方法論を開発し、その方法論における若手教師の学習の様相を明らかにする必要性が課題とし
て見出された。 
 そこで、若手教師と研究者が協働で授業研究を行い、そこでの若手教師の学習の様相を van 



Manen の省察の時間性と様式（表 1）に着目して検討を行い以下の知見を得た。 
 第 1 に、本研究の方法論において，協力教師は単元設計の際に何をどの順序で教えるべきかと
いう予期的省察を行っていたことで，実践後に具体的な授業分析を媒介に研究者と協働で行っ
た想起的な省察（水準 3 ）において，その想定と子どもの学びの実態との差異が浮き彫りとな
っていた。このように教科内容についての探究を行う中で子どもの躓きに気づき，当該単元や授
業の改善につながる見識を得ていた。さらに，授業実践中の見取り方を対象化すること（活動的
あるいは相互作用的な省察の仕方自体の省察：水準 4 ）を通して，グループワークにおける 
子どもの学び方という学習観の問い直しや単元設計の際に何をどの順序で教えるのかという視
点だけでなく，子どもの学習過程という視点から問い直す必要があるという認識の深化が行わ
れていた（予期的な省察の仕方自体の省察：水準 4 ）。近年の授業研究においては，授業実践後
に協働的に実践を振り返るという想起的な省察の重要性が指摘されていた（Dudley 2013；Akiba 
et al. 2019）。しかし，省察の時間性と様式いう点から研究者と若手教師が協働して水準 3 や 
4 の次元で行った省察過程の分析を試みると，実践前の予期的省察や実践中の活動的あるいは
相互作用的な省察が想起的な省察の中で喚起された省察と関連していることが示された。 
 第 2 に、学校外における研究者との関わりだからこそ喚起できる省察がある可能性について
である。研究者と若手教師が協働して省察を行う実践を行う際に重要となるであろう視点の 1 
つとして，予期的省察を踏まえ，実践者自身の授業実践を分析することが挙げられる。若手とい
う学校組織の中において周辺的な立場にあった協力教師は，校内の先輩教師から実践を見ても
らう機会があっても，予期的省察を踏まえずあるべき姿を指導されるだけでは省察が喚起され
ていなかった。そうした若手教師の経験を踏まえ，本研究では，若手教師の授業観・教科観や課
題意識，予期的省察を踏まえた上で，学校外部の研究者が，授業研究・カリキュラム研究の知見
を活かした授業分析を行い，それを介した水準 3 や 4 の次元で協働して想起的な省察を行っ 
た。授業研究やカリキュラムの専門性を有する研究者がその専門性を活かし授業研究に関 わる
ことで，教師同士で行う協働省察とは異なる水準で教師の省察を喚起できる可能性がある。しか 
し，ただ理論的な分析を教師に示すだけではなく，教師の授業観・教科観，課題意識，当該実践
のねらいやそのための手立て（想起的な省察）等を踏まえつつ，具体的な授業実践に根差して理
論的な分析を行うことが教師の省察を喚起するためには必要であることを本研究の知見は示唆
している。 
 また，単元レベルで継続的に実践に関り授業分析を行うことができるのも学校外の研究者だか
らこそできる専門性開発の支援の在り方である。今回の取り組みは 1 単元のみの実施であった
が，日ごろ水準 1 の省察に留まる若手の協力教師が，水準 3 や 4 水準での省察を今回の協働
省察で経験したことは，協力教師自身が今後自律的に省察的実践を行っていく基盤となる可能
性があるという点で意義があると考えられる。このように，授業研究やカリキュラムの専門性を
授業分析に反映させることや単元レベルで継続的に実践に関わることができることは学校外部 
の研究者の専門性開発支援の強みである。しかし，研究者と実践者との対話では，当該単元の授
業改善にとどまらず，理論を用いた深い洞察を得る省察（水準 3 ）や省察の仕方自体の省察（水 
準 4 ）の水準で若手教師の省察を喚起できた一方， そこで喚起された省察をどのように具体
的に実践に活かしていくのかという対話にはならなかった。そのような具体的な手立てについ
ては，実践知豊かな先輩教師との対話の方が若手教師の学びになりやすいと考えられる。 
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